
過
去
最
多
の

者
出
展
延
べ

万
人
超
来
場

技
　

術
　

展
　

示

シ
　

ン
　

ポ
　・
フ
　


　


　

ラ
　

ム

イ
　

ベ
　

ン
　

ト

表
　

彰
　

式

本社
近畿建設協会

　 　
　　　　建設技術展近畿

　ええもん（技術）使こて　　　　　　　　　　　　　　　　ええモン創ろ！

注目技術賞に安藤ハザマ、エイト日技、レフィクシア
ベストブース賞は阪神高速グループ

橋
梁
模
型
製
作

コ
ン
テ
ス
ト
　
　

高
知
工
高
定
時
制
が
２
部
門
制
覇

����������� ������������������������������� ��������������������
����������� �����������������

�������� ��������������

チームが橋梁模
型会場製作に挑戦

来場者でにぎわう展示会場

関
西
の
イ
ン
フ
ラ
強
化
を
進
め
る
会
シ
ン
ポ

業界団体らが学生向けにキャリア支援

注目技術賞受賞者らに賞状を贈呈

　
会
場
は
防
災

環
境

コ
ス
ト
縮
減

安

全
・
安
心

施
工

維
持
・
更
新

Ｄ
Ｘ
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
団
体
学
校
の
９
分
野
に
分
か
れ


デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
施
工
・
業
務
効

率
化
や
脱
炭
素
化
対
応
な
ど

６
０
０
超
の

技
術
や
工
法
が
紹
介
さ
れ
た

大
学
や
高
等

専
門
学
校
は
研
究
成
果
を
披
露
し

国
土
交

通
省
近
畿
地
方
整
備
局

大
阪
府

土
木
学

会
関
西
支
部

日
本
建
設
業
連
合
会
︵
日
建

連
︶
関
西
支
部
な
ど
行
政
・
関
連
団
体
も
パ

ネ
ル
で
活
動
を
紹
介
し
た


　
関
西
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
研
究
会
の
地
震
防
災

フ


ラ
ム
﹁
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て


阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

年

大
阪
府

の
地
震
防
災
最
前
線

﹂
で
は

大
阪
府
危

機
管
理
室
防
災
企
画
課
の
遠
藤
淳
参
事
が

﹁
新
・
大
阪
府
地
震
防
災
ア
ク
シ

ン
プ
ラ

ン
﹂
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
た

続
く
パ
ネ

ル
デ

ス
カ

シ

ン
に
は
遠
藤
参
事
と
奥

村
与
志
弘
関
西
大
学
教
授
が
登
壇

鍬
田
泰

子
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
が
コ

デ

ネ


タ

を
務
め

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
た
災
害
対
応
力
強
化
策
を
議
論
し

た


　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会︵
建
コ
ン
協
︶

近
畿
支
部
は
﹁
西
日
本
の
﹃
エ

セ
ン
シ


ル
ネ

ト
ワ

ク
﹄

広
域
高
速
交
通
ネ


ト
ワ

ク
を
考
え
る

﹂
と
題
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

日
本
道
路
建
設
業
協

会
︵
道
建
協
︶
の
森
戸
義
貴
副
会
長
兼
専
務

理
事
が
広
域
連
携
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ

ク
ト

と
し
て
﹁
下
関
北
九
州
道
路
﹂
や
﹁
豊
予
海

峡
ル

ト
﹂
を
紹
介

大
津
宏
康
京
都
大
学

名
誉
教
授
の
コ

デ

ネ

ト
で

京
都
大

学
防
災
研
究
所
の
松
島
格
也
特
定
教
授

近

畿
整
備
局
の
西
野
毅
道
路
部
長

西
日
本
高

速
道
路
会
社
の
田
中
哲
也
経
営
企
画
部
長


大
阪
府
ト
ラ

ク
協
会
常
任
理
事
の
田
中
宏

紀
氏
が
議
論
し
た


　
関
西
の
イ
ン
フ
ラ
強
化
を
進
め
る
会
︵
委

員
長
・
小
林
潔
司
京
都
大
学
特
任
教
授
︶
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

佐
藤
樹
一
郎
大
分
県

知
事
が
﹁
大
分
県
広
域
交
通
ネ

ト
ワ

ク

構
想
﹂と
題
し
て
特
別
講
演
小
林
委
員
長


齋
藤
博
之
近
畿
整
備
局
長

豊
口
佳
之
四
国

整
備
局
長
が
﹁
国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み
﹂

を
テ

マ
に
意
見
を
交
わ
し
た


　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
す
の
夢
土
木
︵
理
事
長
・

大
西
有
三
京
都
大
学
名
誉
教
授
︶
は
﹁
今


バ
ズ
る
土
木
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
・
表

彰
式
﹂
を
開
催
し
た

応
募

点
か
ら
選
ば

れ
た
５
作
品
が
発
表
さ
れ

来
場
者
投
票
と

審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て

最
優
秀
賞
に

建
コ
ン
協﹁
業
界
展
望
を
考
え
る
若
手
の
会
﹂

の
﹃
も
し
も
土
木
が
な
か

た
ら
﹄
を
選
ん

だ


　
近
畿
整
備
局
主
催
の
﹁
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
コ

ン
ペ
発
表
会
﹂
で
は

公
募
で
選
ば
れ
た


社
が
先
進
技
術
を
Ｐ
Ｒ

審
査
委
員
会
は
革

新
性
・
独
創
性
・
実
現
可
能
性
を
評
価
し


優
秀
技
術
賞
に
大
林
組
の
施
工
シ
ミ

レ


タ

﹁
Ｇ
Ｅ
Ｎ
｜
Ｖ
Ｉ
Ｒ
﹂
と
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

の
﹁
ア
ス
フ

ル
ト
舗
装
施
工
情
報
一
元
管

理
シ
ス
テ
ム
﹂
を
選
定
し
た


　
恒
例
の
橋
梁
模
型
製
作
コ
ン
テ
ス
ト
に

は

会
場
製
作
部
門
に
企
業
や
行
政

学
生

の

チ

ム
が
参
加
し

支
給
材
料
で
支
間

長
１

の
模
型
を
制
限
時
間
内
︵
２
時
間
︶

に
完
成
さ
せ
た

学
生
部
門
に
は
大
学
・
高

校
か
ら

チ

ム
が
出
場
し

支
間
長



の
模
型
を
展
示

載
荷
試
験
で
は
会
場
製
作

部
門
に



学
生
部
門
に


の
重
り
を

１
分
間
つ
る
し
て
強
度
を
確
認

学
生
部
門

は
複
数
の
橋
梁
が
壊
れ
る
波
乱
の
展
開
に
な


た


　
土
木
学
会
関
西
支
部
と
建
コ
ン
協
近
畿
支

部
に
よ
る
﹁
関
西
土
木
交
流
発
表
会
﹂
の
ポ

ス
タ

発
表
や
学
生
向
け
キ

リ
ア
支
援
も

実
施
さ
れ

多
く
の
学
生
で
に
ぎ
わ

た


　
行
政
関
係
者
ら
の
投
票
で
決
ま
る
注
目
技

術
賞
は

レ
フ

ク
シ
ア
の
高
精
度
測
位
技

術
﹁
Ｌ
Ｒ
Ｔ
Ｋ
﹂

エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

の
﹁
オ

ル
ラ
ウ
ン
ド
型
ボ

ト
型
ド
ロ


ン
﹂

安
藤
ハ
ザ
マ
の
﹁
Ｂ
ｉ
ｏ
｜
Ｓ
ｍ
ａ

ｒ
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
﹂
が
受
賞

審

査
委
員
特
別
賞
に
は
ジ

コ
ス

青
木
あ
す

な
ろ
建
設

イ
ン
フ
ラ
物
性
研
究
機
構

Ｍ

ｅ
ｔ
ａ
Ｍ
ｏ
Ｊ
ｉ

首
都
高
技
術

創
発
シ

ス
テ
ム
研
究
所
の
技
術
が
選
ば
れ
た

ベ
ス

ト
ブ

ス
賞
は
阪
神
高
速
グ
ル

プ


　
橋
梁
模
型
製
作
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

会
場

製
作
部
門
の
最
優
秀
賞
が
高
知
工
業
高
校
定

時
制
﹁
Ｙ
Ｋ
Ｓ
﹂

優
秀
賞
が
阪
神
高
速
技

術
﹁
み
ち
リ
ン
グ
Ｅ
ｘ
﹂
と
中
央
復
建
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
﹁
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
｜
Ｃ
Ｆ
Ｋ
﹂

学

生
部
門
は
高
知
工
業
高
校
定
時
制
﹁
Ａ
Ｔ
﹂

が
最
優
秀
賞
と
人
気
作
品
賞
に
輝
き

優
秀

賞
に
兵
庫
県
立
東
播
工
業
高
校
﹁
チ

ム
東

播
Ａ
﹂と
高
知
工
業
高
校
定
時
制﹁
Ｍ
Ｒ
Ｋ
﹂

が
選
ば
れ
た


　
表
彰
式
で
は

注
目
技
術
賞
審
査
委
員
長

の
野
坂
周
子
近
畿
整
備
局
企
画
部
長
と

橋

梁
模
型
製
作
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
長
の
飯

塚
敦
神
戸
大
学
名
誉
教
授
が
賞
状
を
授
与
し

た


　
﹁
え
え
も
ん
︵
技
術
︶
使
こ
て

え
え
モ
ン
創
ろ
！
﹂
を
テ

マ
に
し
た
﹁
建
設
技
術
展
２

０
２
５
近
畿
﹂︵
主
催
・
日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
近
畿
建
設
協
会
︶が

月


日
の
２
日
間


大
阪
市
住
之
江
区
の
イ
ン
テ

ク
ス
大
阪
で
開
か
れ
た

２
３
９
の
企
業
・
団
体
・
学
校
が
計

２
８
２
ブ

ス
を
出
展
し

多
分
野
の
新
技
術
や
製
品
を
Ｐ
Ｒ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
橋
梁
模
型

製
作
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ

２
日
間
で
延
べ
約
１
万
７
５
０
０
人
が

来
場
し

出
展
者
・
来
場
者
数
と
も
過
去
最
多
と
な

た

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